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経営者への活きた言葉 

日本企業はファンドの「カモ」に 

１．投資銀行が今日、事業売却や買収のための営業文句として最も頻繁に使う用語は、環境・社会・企業統治

に配慮した投資を意味する概念である「ＥＳＧ」だという。「このノンコア事業は切り出しましょう」など

と言えば経営陣に気を悪くされるのがオチだ。「ＥＳＧの流れに逆行するような事業ポートフォリオは切り

出しましょう、脱炭素化を考えてこの事業は売却しましょう」と言い換えれば、この時代、大企業は耳を傾

けざるを得ない。 

２．このように、上場企業が切り出すＥＳＧに背く事業の買い手となることをプライベート・エクイティ（Ｐ

Ｅ）ファンドは虎視眈々と狙っている。少し前までは、日本企業も反ＥＳＧ事業の便利な「買い手」として

数えられていた。しかもＭ＆Ａがへたくそな日本企業に海外企業が高値で事業を売りつけようとしていたの

だ。ただ、日本企業も機関投資家やメディアから脱炭素化への取り組みなどＥＳＧ化への突き上げを食らう

ようになり、今後は買い手よりは売り手に回りそうだ。 

３．この流れを更に加速させるのが、ＥＳＧアクティビスト（物言う株主）の台頭だ。従来のアクティビスト

は、自社株買いや増配といった株主還元や、不採算事業の売却・非上場化の検討など財務戦略に絡む伝統的

な提案を行ってきた。これに対し、製造業企業の原料調達で再生可能エネルギーの使用や人権抑圧に関わる

供給元の遮断などを要求し、企業にＥＳＧへの配慮の強化を迫るのが新手のＥＳＧアクティビストだ。 

（参考：「選択」2021年 8月号）  

経営者のための危機管理 

ＳＤＧｓウォッシュ予防のポイント 

１．ビジネスの領域でＳＤＧｓの実現に取り組む動

きが加速している。ＳＤＧｓがビジネスと生活

の「共通言語」になりつつある。しかし、企業

にとっては、ここで必ず注意しなければならな

いことがある。それが「ＳＤＧｓウォッシュ」

と呼ばれる行為である。ＳＤＧｓウォッシュと

は、一言でいえば「ＳＤＧｓをやっているふり」

をすることだ。 

２．具体的には①「ＳＤＧｓに取り組んでいる」と

ＰＲしながら、その実績を証明することができ

ない。②ＳＤＧｓに取り組んでいるとＰＲしな

がら実際のビジネスやマネジメントにおいて、

環境や社会に悪影響を与えている、などである。

そこで、ＳＤＧｓ予防のポイントは、ＳＤＧｓ

に偽りも虚飾もなく取り組む「至誠」、その取り

組みを徹底的に行う「凡事徹底」の二つである。 

 （参考：「週刊東洋経済」：2021年 7月 3日号） 

新規成長分野 

テナント飲食店を「サブスク」で支援 

１．三井不動産が商業施設に入居する外食店を巻き込み、

サブスクリプション（定額課金）サービスを始めた。

コロナ禍で休業する店が増えて施設の活力が失われ

れば、さらにテナントが苦しくなる悪循環に陥る。い

かにテナントをもり立てられるかは、不動産会社とビ

ルの「価値」に直結しそうだ。 

２．動画に音楽、車、衣服、家具。様々な分野で広がるサ

ブスクリプション（定額課金）サービスが、都心のビ

ルにも登場した。三井不動産は、東京・日本橋の商業

施設「ＣＯＲＥＤＯ（コレド）」などに入居する、外

食店で使えるサブスクを始める。不動産会社にできる

のは、店を開ける意欲を高める仕掛けだ。担当者は

「我々にとって入居テナントもお客さん。営業しても

大丈夫ですよ、と言える環境を整えないとお店を開け

てもらえない」と語る。 

  （参考：「日経ビジネス」2021年 7月 19日・26日号）                    

古典に学ぶ 

詐欺の行為 

（解説）しかるにそれら二人の者より更に、一歩進んで、その会社を利用して自己の栄達を計る踏台にしよう

とか、私欲を図る機関にしようとか云う考えをもって重役となる者がある。それらの者の手段として

は、株式の相場を釣上げて置かぬと都合が悪いと言って実際は、有りもせぬ利益を有るように見せか

ける。これらのやり方は明らかに詐欺の行為である。 

（参考：渋沢栄一「論語と算盤」）：国書刊行会 

 


